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１. はじめに 

 本稿では、沈埋函函底部に用いる貧配合水中不分離性コンクリートを製造するにあたり、ミキサの相違に

より種々の製造条件を変化させたときのフレッシュ性状および最適練りまぜ時間について、現場施工前にコ

ンクリートプラント船（ＣＰ船）の実機にて検討した結果を述べる。 

２. 実験概要 

 コンクリート材料を表－１に示す。現場における沈

埋函鉛直支承のジャッキダウン判定基準が 0.15N/mm2

であることから、対象とする函底コンクリートは特記

により W/C=88.3％と貧配合であった。コンクリ―トの

配合を表―３に示す。また、当コンクリートはＣＰ船

で製造されたのちＣＰ船ポンプ及び中継ポンプによる

連携により長距離圧送を行い、沈埋函底版と基礎砕石

との間に充填されるため、問題点としてコンクリート

の分離による配管閉塞が考えられた。その原因として

水中不分離性混和剤（ＳＣ）の練りまぜ不足による分

離抵抗性の低下、また重力式ミキサではコンクリート

の粘性によりコンクリートがドラム内壁に付着し、十

分な練りまぜが行われない可能性が考えられることか

ら、分離抵抗性の向上が課題となった。そこで練りま

ぜ不足によるＳＣのダマ（練りまぜ不足塊）発生防止

には、カラ練り及び砕石によるダマすりつぶし対策が、

また、重力式ミキサのドラム内壁付着防止には、水先

行投入及び砕石によるドラム内壁付着防止対策が必要

不可欠であると考え、ＳＣ投入場所・各材料投入順序

とフレッシュ性状との関係を検討することにより、解

決策を模索し、あわせて最適・最小の練りまぜ時間に

ついても確認した。函底コンクリートの要求性能と試

           

験項目を表―２に示す。 
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３. 製造

 材料投

―４の実験では、１バッチあたりの練りまぜ量をミキサの公称容量（3.5m3）の８０％以下とし 2.5m3 と定

を７秒に固定し、カラ練りと砕石によるダマすりつぶし効果のバラ

れば、表―４では貧配合であることか

たところ、コンクリートがドラム内壁に付着して充分な練りまぜが行われて

で

場合には本実験結果をふまえて再度考察したいと考える。 

方法の検討とフレッシュ性状 

入順序とフレッシュ性状の結果を表―４・表―５に示す。 

表

めた。また、液体投入から砕石投入まで

ンスがフレッシュ性状に与える影響について考察した。この結果によ

らいわゆるシャブシャブ状態で、モルタル練りまぜ後の砕石投入によるダマすりつぶし効果は小さく、ダマ

発生を消失させるにはカラ練り時間を充分にとることが必要で、カラ練り時間が分離抵抗性の向上に大きく

寄与していることが判った。 

 一方表―５の実験では、１バッチあたりの練りまぜ量をミキサの公称容量（2.0m3）の８０％以下とし 1.5m3

と定めた。はじめに表―４の実験によりカラ練りが分離抵抗性の向上に寄与すると判明したため、まずカラ

練りを行い、液体を後行投入し

いないことが判った。そこで液体を先行投入に切り替え、砕石によるドラム内壁付着防止効果がフレッシュ

性状に与える影響について考察した。この結果によれば、水中不分離性混和剤の投入をどのタイミングで行

ってもダマすりつぶし効果が充分に得られないが、液体の後に砕石を単独で先行投入することにより、先に

述べた砕石によるドラム内壁付着防止効果が認められたため、ダマ発生を消失するには砕石の投入タイミン

グについて検討することが必要で、砕石の投入方法が分離抵抗性の向上に寄与していることが判った。 

４.まとめ 

 本製造方法のＣＰ船の実機実験による検討により、現場における実施工においても計画された配合のコン

クリートを練りまぜ、強度を含む所要の品質が得られたことが確認できた。しかし、粘性が大きい別配合

練混ぜを行う
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